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第2575回　例会報告／令和５年４月26日　天候　晴
◇ロータリーソング
  「我らの生業」
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
今夜、山村さんのお世話
により高知大神宮の部屋
をお借りして、ロータリ
ー情報委員会の勉強会が
開催されます。不肖、私

が田中毅さんの作った資料に基づいてお話を
することになっています。テーマは「ロータ
リーにおける職業奉仕の理念と原点」です。
田中毅さん曰く、ロータリー入会の主の目的
は他のロータリー会員と親睦を図りながら、
それぞれの事業者がその事業をいかに成功さ
せるかであるはずだが、昨今は、ＲＩをはじ
め、その件についてはほとんど触れていない。
ロータリーソングのみでそれを共有している
という感じを受けるとあります。これについ
ては私も同感ですがいかがでしょう。
　そこで、数か月前今期の定款や細則を検討
する過程で、職業奉仕についてにわか勉強を
することがありましたので、少し触れてみた
いと思います。
　クラブ計画書の先頭のページに、「ロータ
リーの目的」が記載されています。ロータリ
ーができたのち、1910年、1920年ぐらいから
ほとんど文章は変わっていません。ロータリ
ーは変えるものは変えなきゃいけないのです
が、変えようがないというか、先人が練りに

練って推敲していろんな議論を重ねながら作
り上げたものですから変えようがないという
ことでしょう。
　さて、「ロータリーの目的」の第２条や第
４条には、職業という文章が日本語訳版では
使われています。一方英語版のオリジナルの
第２条を見ると「職業」にあてはまる箇所で
は「ビジネス＆プロフェッション」という言
葉を使い、また第４条の職業人というところ
は、ビジネス＆プロフェッショナル　パーソ
ンと表現されています。もちろん英語が原文
ですからこちらが正しく、日本語訳はちょっ
と簡略化しすぎではないでしょうか。ビジネ
スパースンは日本語訳すれば商人とか事業家。
プロフェッションパースンは専門職に就いて
いる人で、どちらかというとビジネス色の薄
い職業についている人。
　そういったビジネスパースン達とプロフェ
ッションパースン達が同じ例会会場、同じテ
ーブルについて、いろいろな話をする機会を
得ることによって相乗効果を得てレベルアッ
プしていくのが、本来のロータリーの真の目
的であるというふうに田中さんは書かれてい
ます。それが今ではその方向性の色合いが非
常に薄くなってきているというのが、田中さ
んの主張です。
　私の好きな言葉で「守（しゅ）、破（は）、離
（り）」というのがあります。まずはきちんと
基礎を学ぶこと、まずそこが守だとすれば、
そこから一段とレベルアップして応用するこ
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とが破、そこからさらに高みに行くことを離。
なかなか離の心境にたどり着くのは難しいの
ですが、先ずは職業奉仕の概念について学び
始めることを守として徐々に進んでいくこと
が必要なのではないだろうかというふうに考
えます。
◇ロータリー財団委員会より
　地区協議会において、いろんな補助金の話
をしていました。市川さんの補助金がどうな
るか心配していましたが、基本的には事務局
もしくは、Ａ案、Ｂ案、Ｃ案という一括の案
があって、Ａ案はロータリー財団の予算の中
で奨学生を２人送る。Ｂ案、Ｃ案は１人。奨
学生を送るとそれだけ予算が取られるので、
市川さんの申請もカットされていました。奨
学生は１人でいいということで、Ｂ案、Ｃ案
のＢ案ということで、うちのクラブの市川さ
んの補助金の申請は満額、ドル立てですから、
円立てにすると若干下がりましたが、認めら
れました。
　山村さんからいろいろお聞きしてましたの
で、こんなもんかと思って聞いてましたが、
具体的な話ではなく、全体的な話の感想の中
で、まず思ったのが、うちは大体毎年、もし
くは継続事業も２年とか、そこら辺の財団案
を出していますが、他クラブは10年以上、同
じようなものが続くのが結構あります。僕も
疑問に思ってたんですけど、新米は声を出し
たらいかんということなので、但し、そうい
う声はやはり出して、吉岡次期ガバナーの方
からもかなり不快感がありました。それに対
して、委員長の方からは非常に端切れの悪い
答えしか返ってこなくて、財団の理念という
ものよりも、各クラブの顔色を伺っているよ
うな、そういうような感じでした。
　なので、一般的な僕の感想としては、うち
のクラブは非常に真面目に予算を立てている
し、練っているなという感じがしました。次
回は西村さんですので、西村さんもそういう
形でやっていただければと思っています。
　四国地区の委員というのが、どういう立ち
位置かよく分からないし、例えば財団の中で
正論を述べたところでどうなっていくのかと
いうのもあるし、そこら辺はよく分からない
ですが、１年といわず２年、３年とやってロ
ータリーの2670地区という大きな組織の中で、

どういうふうに動いているのかという情報を
発信していきたいと思いますので、今後とも
よろしくお願いします。
◇ロータリー情報委員会より
　本日、浦田会長に職業奉仕についてお話を
していただきます。「シェルドンの森」につ
いては、15年前に和訳を読んだとき、ロータ
リーの職業奉仕の理念の高さというものを勉
強してとても感銘を受けました。本日ご出席
の皆さま楽しみに、今日18時半、高知大神宮
にお越しください。なお、飛び入りも大歓迎
ですので連絡をお待ちしています。
◇親睦委員会より
・木村会員、藤田会員の歓迎会を５月17日、
18時30分より得月樓で開催します。本日、
ご案内のＦＡＸを流しますので、ご参加を
お待ちします。
・レクレーションのお知らせです。６月25日
㈰、岡山県倉敷市美観地区にまいります。
出発８時、帰りは17時ごろを予定していま
す。詳細は決まり次第ご連絡します。
◇長期交換運営委員会より
　昨日、2022－2023年度第４回長期交換事業
運営委員会が開催されました。コロナの関係
でしばらく交換事業がストップしていたため、
事業に詳しい方にアドバイスを受けながら、
送り出しと受け入れの準備をしてます。ホス
トファミリーに関しては、従来は１年間、４
クラブが担当していましたが、ローテックス
の家庭に入ってもらう話が進んでいます。こ
れが実現すると、ロータリークラブとしては
１年間を３クラブが担当することになり、東
クラブの担当は再来年の３月・４月になる可
能性があります。
　まだ確定ではありませんが、時期がくれば
皆さんにはご相談しますのでよろしくお願い
します。
◇幹　事　報　告
・５月の例会は10日、24日の２回です。５月
10日は、例会終了後に臨時総会を開催しま
す。
・本日例会終了後、役員会を行います。
・次年度のクラブ計画書と分区名簿の原稿を
レターボックスの上に置いています。確認
の上、訂正があれば記入してください。

　今から、皆さま方を1300年前、あるいは
2680年前の世界へ誘いたいと思います。
　古事記は、和銅５（712）年正月28日に第43
代元明天皇に献上した上巻・中巻・下巻から
なる、現存する歴史書の最古のものです。
（２番目は、この８年後にできた日本書記）
　
　上巻は神話の話、神代の話。中巻は第１代
の神武天皇様から第15代の応神天皇様、下巻
は第16代仁徳天皇様から第33代推古天皇様ま
でのことが書かれています。
　まず、国生み。伊邪那岐・伊邪那美の命は、
天の沼矛という矛を天の浮橋からさし降ろし
て、海水を力いっぱい掻き回します。しばら
くして矛を引き上げると、矛の先より滴り落
ちる潮がつもり重なって淤能碁呂島という島
ができあがります。その島に降り立ったお二
人は、みとのまぐわいをして、国 （々島）を
生み、その後、八百万の神々を生むわけです
が、最初に国土を生んだというところが意味
深いものがあります。まず淡路島、次に四国、
隠岐の島、九州、壱岐の島、対馬、佐渡ヶ島
の８つの島を生んだことによって、かつては
日本のことを大八島国と呼んでいました。で
すから、天皇様を表記するときには、「大八
島国領（知）ろしめす天皇（すめらみこと）」
という言い方をします。
　四国は２番目にできていますが、「次に、
伊予の双名島を生みたまいき」そして「この
島には身一つにして、面（おも）四つあり。
面ごとに名あり」と書かれており、男女２神
ずつの神々から構成されています。夫婦の関
係でいうと、伊予のエヒメと讃岐のイイヨリ
ヒコ、阿波のオオゲツヒメと土佐のタケヨリ
ワケですから、徳島と高知の合区には理由が
あるわけです。
　国々、神々を生んだ一番最後に天照大神

（アマテラスオオミカミ）、月読尊（ツクヨミ
ノミコト）、須佐之男命（スサノオノミコト）
の三貴子（ミハシラノウズノミコト）、最も尊
い神々がご出現されます。そして、伊邪那岐
命は天照大神には高天原を、月読尊には夜の
食国を、須佐之男命には海原を治めなさいと
いいます。ところが、須佐之男命は乱暴者で
海原を治めず泣きわめいていたところ、須佐
之男命は追放されます。そして出ていった先
がお姉さんが治めている高天原で、そこでも
乱暴狼藉を働き、憤りをこらえかねた天照大
神は天の岩屋戸にお隠れになります。
　そのオオカミを再び地上に引き出すために、
いろんな神事が行われ、ついに天手力男神
（タジカラオノミコト）の力や天宇受売命（ア
メノウズメ）の踊りなどで、天照大神はご出
現します。須佐之男命は高天原を追放され、
たどり着いたのが、なぜか出雲の国です。
　須佐之男命が出雲の肥の川辺りにくると、
一人の娘が年老いた両親と泣いています。両
親の話では、８人の娘があったけれど、八俣
の大蛇という大蛇が１人ずつ食べていく。最
後の１人の櫛名田比売（クシナダヒメ）も、
またその時期がやってくるので悲しんでいる。
それなら、私が退治してやるということで、
須佐之男命は見事、八俣の大蛇を退治して、
出雲の国に平和が戻ります。その後、須佐之
男命は出雲の地に宮殿をつくって助けた櫛名
田比売と共に幸せに暮らします。
　須佐之男命の６代後に大国主の命（オオク
ニヌシノミコト）が出現します。大国主の命
は出雲の国を天照大神のご子孫、天神の御子
（アマツカミノミコ）に譲ることとし、自分
は住む宮殿を天神の住む宮殿のように造るこ
とを願い、そこに移り住みます。当時の出雲
大社は地上48メートルあったと言われていま
すが、現在は24メートルです。

　天孫降臨とは、天照大神のお孫さんである
邇邇藝命（ニニギノミコト）が猿田毘古神（サ
ルタヒコのカミ）の先導により、なぜか日向
の高千穂の峰に降り立ちますが、ここは日本
の国を治めるには西過ぎるということで、初
代の神武天皇が東へ東へと上ってきます。
　これが神武東征と言って、古事記の中巻の
始まりになり、15代の応神天皇様まで。この

応神天皇様は、全国の八幡宮の御祭神です。
下巻は16代の仁徳天皇様（現在、世界最大と
言われる古墳、前方後円墳）から、女性の最
初の天皇さまである、33代の推古天皇様まで。
　初代の神武天皇様から今上陛下に至る126
代までの間に４回ほど危機がありますが、日
本人の叡智で乗り切って、今日に続いていま
す。

•浦田健治　別役さんの古事記はいつも勉強
になります。ありがとうございました。今晩
は情報委員会で話をさせていただきます。よ
ろしくお願いします。有馬温泉に行きたいな。
•鬼田知明　別役さん、卓話いただきまして
ありがとうございました。前川さん、今夜は
よろしくお願いします。
•𠮷永光男　先週水曜日、第５回クラブ協議
会参加の皆さん、ご苦労様でした。次年度、
よろしくお願いいたします。本日は、大雨が
止み晴天となりましたが、先の事を考えると
心が重くなります。
•別役重具　拙い話をお聞かせしました。
•増田伝郎　すみません、バッジ忘れました。
•土居祐三　浦田さん、昨日はありがとうご
ざいました。ウ～ン　悩みます。
•早瀬源慶　４月27日、高松でサラリーマン
時代の同窓会があります。みんな80歳以上、
50年振りに会う人もいます。どんな年寄にな
っているか！

•前川美智子　ロータリー情報委員会の第２
回勉強会を本日高知大神宮にて、18時30分か
ら開催します。「職業奉仕の理念と原点」の
演題にて、浦田会長に講話をお願いしていま
す。ご参加の皆様、楽しみにお越しください。
•岡﨑勇樹　４月22日、23日徳島で短期交換
留学のオリエンテーションが開催され、無事、
長女が留学することが内定しました。面接か
らオリエンテーションまで中平さん、竹村さ
んには大変お世話になり、本当にありがとう
ございました。オリエンテーションが終わっ
て次の日の朝には、もうみんなと仲良くなっ
ており、楽しい留学になるのが目に浮かびま
す。親は今から様々な準備が大変ですが…。
この度は、東ＲＣと地区からの補助金を利用
させていただいて留学のチャンスをいただき
ましたこと、感謝申し上げます。
•小松秀人　結婚記念日に素敵な記念品をい
ただきありがとうございます。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　サロンイース
トの売上です。いつもありがとうございます。
◇遅刻・早退　４件



◇ロータリーソング
  「我らの生業」
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
今夜、山村さんのお世話
により高知大神宮の部屋
をお借りして、ロータリ
ー情報委員会の勉強会が
開催されます。不肖、私

が田中毅さんの作った資料に基づいてお話を
することになっています。テーマは「ロータ
リーにおける職業奉仕の理念と原点」です。
田中毅さん曰く、ロータリー入会の主の目的
は他のロータリー会員と親睦を図りながら、
それぞれの事業者がその事業をいかに成功さ
せるかであるはずだが、昨今は、ＲＩをはじ
め、その件についてはほとんど触れていない。
ロータリーソングのみでそれを共有している
という感じを受けるとあります。これについ
ては私も同感ですがいかがでしょう。
　そこで、数か月前今期の定款や細則を検討
する過程で、職業奉仕についてにわか勉強を
することがありましたので、少し触れてみた
いと思います。
　クラブ計画書の先頭のページに、「ロータ
リーの目的」が記載されています。ロータリ
ーができたのち、1910年、1920年ぐらいから
ほとんど文章は変わっていません。ロータリ
ーは変えるものは変えなきゃいけないのです
が、変えようがないというか、先人が練りに

練って推敲していろんな議論を重ねながら作
り上げたものですから変えようがないという
ことでしょう。
　さて、「ロータリーの目的」の第２条や第
４条には、職業という文章が日本語訳版では
使われています。一方英語版のオリジナルの
第２条を見ると「職業」にあてはまる箇所で
は「ビジネス＆プロフェッション」という言
葉を使い、また第４条の職業人というところ
は、ビジネス＆プロフェッショナル　パーソ
ンと表現されています。もちろん英語が原文
ですからこちらが正しく、日本語訳はちょっ
と簡略化しすぎではないでしょうか。ビジネ
スパースンは日本語訳すれば商人とか事業家。
プロフェッションパースンは専門職に就いて
いる人で、どちらかというとビジネス色の薄
い職業についている人。
　そういったビジネスパースン達とプロフェ
ッションパースン達が同じ例会会場、同じテ
ーブルについて、いろいろな話をする機会を
得ることによって相乗効果を得てレベルアッ
プしていくのが、本来のロータリーの真の目
的であるというふうに田中さんは書かれてい
ます。それが今ではその方向性の色合いが非
常に薄くなってきているというのが、田中さ
んの主張です。
　私の好きな言葉で「守（しゅ）、破（は）、離
（り）」というのがあります。まずはきちんと
基礎を学ぶこと、まずそこが守だとすれば、
そこから一段とレベルアップして応用するこ

the ROTARY CLUB of KOCHI EAST

とが破、そこからさらに高みに行くことを離。
なかなか離の心境にたどり着くのは難しいの
ですが、先ずは職業奉仕の概念について学び
始めることを守として徐々に進んでいくこと
が必要なのではないだろうかというふうに考
えます。
◇ロータリー財団委員会より
　地区協議会において、いろんな補助金の話
をしていました。市川さんの補助金がどうな
るか心配していましたが、基本的には事務局
もしくは、Ａ案、Ｂ案、Ｃ案という一括の案
があって、Ａ案はロータリー財団の予算の中
で奨学生を２人送る。Ｂ案、Ｃ案は１人。奨
学生を送るとそれだけ予算が取られるので、
市川さんの申請もカットされていました。奨
学生は１人でいいということで、Ｂ案、Ｃ案
のＢ案ということで、うちのクラブの市川さ
んの補助金の申請は満額、ドル立てですから、
円立てにすると若干下がりましたが、認めら
れました。
　山村さんからいろいろお聞きしてましたの
で、こんなもんかと思って聞いてましたが、
具体的な話ではなく、全体的な話の感想の中
で、まず思ったのが、うちは大体毎年、もし
くは継続事業も２年とか、そこら辺の財団案
を出していますが、他クラブは10年以上、同
じようなものが続くのが結構あります。僕も
疑問に思ってたんですけど、新米は声を出し
たらいかんということなので、但し、そうい
う声はやはり出して、吉岡次期ガバナーの方
からもかなり不快感がありました。それに対
して、委員長の方からは非常に端切れの悪い
答えしか返ってこなくて、財団の理念という
ものよりも、各クラブの顔色を伺っているよ
うな、そういうような感じでした。
　なので、一般的な僕の感想としては、うち
のクラブは非常に真面目に予算を立てている
し、練っているなという感じがしました。次
回は西村さんですので、西村さんもそういう
形でやっていただければと思っています。
　四国地区の委員というのが、どういう立ち
位置かよく分からないし、例えば財団の中で
正論を述べたところでどうなっていくのかと
いうのもあるし、そこら辺はよく分からない
ですが、１年といわず２年、３年とやってロ
ータリーの2670地区という大きな組織の中で、

どういうふうに動いているのかという情報を
発信していきたいと思いますので、今後とも
よろしくお願いします。
◇ロータリー情報委員会より
　本日、浦田会長に職業奉仕についてお話を
していただきます。「シェルドンの森」につ
いては、15年前に和訳を読んだとき、ロータ
リーの職業奉仕の理念の高さというものを勉
強してとても感銘を受けました。本日ご出席
の皆さま楽しみに、今日18時半、高知大神宮
にお越しください。なお、飛び入りも大歓迎
ですので連絡をお待ちしています。
◇親睦委員会より
・木村会員、藤田会員の歓迎会を５月17日、
18時30分より得月樓で開催します。本日、
ご案内のＦＡＸを流しますので、ご参加を
お待ちします。
・レクレーションのお知らせです。６月25日
㈰、岡山県倉敷市美観地区にまいります。
出発８時、帰りは17時ごろを予定していま
す。詳細は決まり次第ご連絡します。
◇長期交換運営委員会より
　昨日、2022－2023年度第４回長期交換事業
運営委員会が開催されました。コロナの関係
でしばらく交換事業がストップしていたため、
事業に詳しい方にアドバイスを受けながら、
送り出しと受け入れの準備をしてます。ホス
トファミリーに関しては、従来は１年間、４
クラブが担当していましたが、ローテックス
の家庭に入ってもらう話が進んでいます。こ
れが実現すると、ロータリークラブとしては
１年間を３クラブが担当することになり、東
クラブの担当は再来年の３月・４月になる可
能性があります。
　まだ確定ではありませんが、時期がくれば
皆さんにはご相談しますのでよろしくお願い
します。
◇幹　事　報　告
・５月の例会は10日、24日の２回です。５月
10日は、例会終了後に臨時総会を開催しま
す。
・本日例会終了後、役員会を行います。
・次年度のクラブ計画書と分区名簿の原稿を
レターボックスの上に置いています。確認
の上、訂正があれば記入してください。

　今から、皆さま方を1300年前、あるいは
2680年前の世界へ誘いたいと思います。
　古事記は、和銅５（712）年正月28日に第43
代元明天皇に献上した上巻・中巻・下巻から
なる、現存する歴史書の最古のものです。
（２番目は、この８年後にできた日本書記）
　
　上巻は神話の話、神代の話。中巻は第１代
の神武天皇様から第15代の応神天皇様、下巻
は第16代仁徳天皇様から第33代推古天皇様ま
でのことが書かれています。
　まず、国生み。伊邪那岐・伊邪那美の命は、
天の沼矛という矛を天の浮橋からさし降ろし
て、海水を力いっぱい掻き回します。しばら
くして矛を引き上げると、矛の先より滴り落
ちる潮がつもり重なって淤能碁呂島という島
ができあがります。その島に降り立ったお二
人は、みとのまぐわいをして、国 （々島）を
生み、その後、八百万の神々を生むわけです
が、最初に国土を生んだというところが意味
深いものがあります。まず淡路島、次に四国、
隠岐の島、九州、壱岐の島、対馬、佐渡ヶ島
の８つの島を生んだことによって、かつては
日本のことを大八島国と呼んでいました。で
すから、天皇様を表記するときには、「大八
島国領（知）ろしめす天皇（すめらみこと）」
という言い方をします。
　四国は２番目にできていますが、「次に、
伊予の双名島を生みたまいき」そして「この
島には身一つにして、面（おも）四つあり。
面ごとに名あり」と書かれており、男女２神
ずつの神々から構成されています。夫婦の関
係でいうと、伊予のエヒメと讃岐のイイヨリ
ヒコ、阿波のオオゲツヒメと土佐のタケヨリ
ワケですから、徳島と高知の合区には理由が
あるわけです。
　国々、神々を生んだ一番最後に天照大神

（アマテラスオオミカミ）、月読尊（ツクヨミ
ノミコト）、須佐之男命（スサノオノミコト）
の三貴子（ミハシラノウズノミコト）、最も尊
い神々がご出現されます。そして、伊邪那岐
命は天照大神には高天原を、月読尊には夜の
食国を、須佐之男命には海原を治めなさいと
いいます。ところが、須佐之男命は乱暴者で
海原を治めず泣きわめいていたところ、須佐
之男命は追放されます。そして出ていった先
がお姉さんが治めている高天原で、そこでも
乱暴狼藉を働き、憤りをこらえかねた天照大
神は天の岩屋戸にお隠れになります。
　そのオオカミを再び地上に引き出すために、
いろんな神事が行われ、ついに天手力男神
（タジカラオノミコト）の力や天宇受売命（ア
メノウズメ）の踊りなどで、天照大神はご出
現します。須佐之男命は高天原を追放され、
たどり着いたのが、なぜか出雲の国です。
　須佐之男命が出雲の肥の川辺りにくると、
一人の娘が年老いた両親と泣いています。両
親の話では、８人の娘があったけれど、八俣
の大蛇という大蛇が１人ずつ食べていく。最
後の１人の櫛名田比売（クシナダヒメ）も、
またその時期がやってくるので悲しんでいる。
それなら、私が退治してやるということで、
須佐之男命は見事、八俣の大蛇を退治して、
出雲の国に平和が戻ります。その後、須佐之
男命は出雲の地に宮殿をつくって助けた櫛名
田比売と共に幸せに暮らします。
　須佐之男命の６代後に大国主の命（オオク
ニヌシノミコト）が出現します。大国主の命
は出雲の国を天照大神のご子孫、天神の御子
（アマツカミノミコ）に譲ることとし、自分
は住む宮殿を天神の住む宮殿のように造るこ
とを願い、そこに移り住みます。当時の出雲
大社は地上48メートルあったと言われていま
すが、現在は24メートルです。

　天孫降臨とは、天照大神のお孫さんである
邇邇藝命（ニニギノミコト）が猿田毘古神（サ
ルタヒコのカミ）の先導により、なぜか日向
の高千穂の峰に降り立ちますが、ここは日本
の国を治めるには西過ぎるということで、初
代の神武天皇が東へ東へと上ってきます。
　これが神武東征と言って、古事記の中巻の
始まりになり、15代の応神天皇様まで。この

応神天皇様は、全国の八幡宮の御祭神です。
下巻は16代の仁徳天皇様（現在、世界最大と
言われる古墳、前方後円墳）から、女性の最
初の天皇さまである、33代の推古天皇様まで。
　初代の神武天皇様から今上陛下に至る126
代までの間に４回ほど危機がありますが、日
本人の叡智で乗り切って、今日に続いていま
す。

•浦田健治　別役さんの古事記はいつも勉強
になります。ありがとうございました。今晩
は情報委員会で話をさせていただきます。よ
ろしくお願いします。有馬温泉に行きたいな。
•鬼田知明　別役さん、卓話いただきまして
ありがとうございました。前川さん、今夜は
よろしくお願いします。
•𠮷永光男　先週水曜日、第５回クラブ協議
会参加の皆さん、ご苦労様でした。次年度、
よろしくお願いいたします。本日は、大雨が
止み晴天となりましたが、先の事を考えると
心が重くなります。
•別役重具　拙い話をお聞かせしました。
•増田伝郎　すみません、バッジ忘れました。
•土居祐三　浦田さん、昨日はありがとうご
ざいました。ウ～ン　悩みます。
•早瀬源慶　４月27日、高松でサラリーマン
時代の同窓会があります。みんな80歳以上、
50年振りに会う人もいます。どんな年寄にな
っているか！

•前川美智子　ロータリー情報委員会の第２
回勉強会を本日高知大神宮にて、18時30分か
ら開催します。「職業奉仕の理念と原点」の
演題にて、浦田会長に講話をお願いしていま
す。ご参加の皆様、楽しみにお越しください。
•岡﨑勇樹　４月22日、23日徳島で短期交換
留学のオリエンテーションが開催され、無事、
長女が留学することが内定しました。面接か
らオリエンテーションまで中平さん、竹村さ
んには大変お世話になり、本当にありがとう
ございました。オリエンテーションが終わっ
て次の日の朝には、もうみんなと仲良くなっ
ており、楽しい留学になるのが目に浮かびま
す。親は今から様々な準備が大変ですが…。
この度は、東ＲＣと地区からの補助金を利用
させていただいて留学のチャンスをいただき
ましたこと、感謝申し上げます。
•小松秀人　結婚記念日に素敵な記念品をい
ただきありがとうございます。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　サロンイース
トの売上です。いつもありがとうございます。
◇遅刻・早退　４件



◇ロータリーソング
  「我らの生業」
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
今夜、山村さんのお世話
により高知大神宮の部屋
をお借りして、ロータリ
ー情報委員会の勉強会が
開催されます。不肖、私

が田中毅さんの作った資料に基づいてお話を
することになっています。テーマは「ロータ
リーにおける職業奉仕の理念と原点」です。
田中毅さん曰く、ロータリー入会の主の目的
は他のロータリー会員と親睦を図りながら、
それぞれの事業者がその事業をいかに成功さ
せるかであるはずだが、昨今は、ＲＩをはじ
め、その件についてはほとんど触れていない。
ロータリーソングのみでそれを共有している
という感じを受けるとあります。これについ
ては私も同感ですがいかがでしょう。
　そこで、数か月前今期の定款や細則を検討
する過程で、職業奉仕についてにわか勉強を
することがありましたので、少し触れてみた
いと思います。
　クラブ計画書の先頭のページに、「ロータ
リーの目的」が記載されています。ロータリ
ーができたのち、1910年、1920年ぐらいから
ほとんど文章は変わっていません。ロータリ
ーは変えるものは変えなきゃいけないのです
が、変えようがないというか、先人が練りに

練って推敲していろんな議論を重ねながら作
り上げたものですから変えようがないという
ことでしょう。
　さて、「ロータリーの目的」の第２条や第
４条には、職業という文章が日本語訳版では
使われています。一方英語版のオリジナルの
第２条を見ると「職業」にあてはまる箇所で
は「ビジネス＆プロフェッション」という言
葉を使い、また第４条の職業人というところ
は、ビジネス＆プロフェッショナル　パーソ
ンと表現されています。もちろん英語が原文
ですからこちらが正しく、日本語訳はちょっ
と簡略化しすぎではないでしょうか。ビジネ
スパースンは日本語訳すれば商人とか事業家。
プロフェッションパースンは専門職に就いて
いる人で、どちらかというとビジネス色の薄
い職業についている人。
　そういったビジネスパースン達とプロフェ
ッションパースン達が同じ例会会場、同じテ
ーブルについて、いろいろな話をする機会を
得ることによって相乗効果を得てレベルアッ
プしていくのが、本来のロータリーの真の目
的であるというふうに田中さんは書かれてい
ます。それが今ではその方向性の色合いが非
常に薄くなってきているというのが、田中さ
んの主張です。
　私の好きな言葉で「守（しゅ）、破（は）、離
（り）」というのがあります。まずはきちんと
基礎を学ぶこと、まずそこが守だとすれば、
そこから一段とレベルアップして応用するこ

the ROTARY CLUB of KOCHI EAST

とが破、そこからさらに高みに行くことを離。
なかなか離の心境にたどり着くのは難しいの
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えます。
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のＢ案ということで、うちのクラブの市川さ
んの補助金の申請は満額、ドル立てですから、
円立てにすると若干下がりましたが、認めら
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答えしか返ってこなくて、財団の理念という
ものよりも、各クラブの顔色を伺っているよ
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　なので、一般的な僕の感想としては、うち
のクラブは非常に真面目に予算を立てている
し、練っているなという感じがしました。次
回は西村さんですので、西村さんもそういう
形でやっていただければと思っています。
　四国地区の委員というのが、どういう立ち
位置かよく分からないし、例えば財団の中で
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ータリーの2670地区という大きな組織の中で、
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出発８時、帰りは17時ごろを予定していま
す。詳細は決まり次第ご連絡します。
◇長期交換運営委員会より
　昨日、2022－2023年度第４回長期交換事業
運営委員会が開催されました。コロナの関係
でしばらく交換事業がストップしていたため、
事業に詳しい方にアドバイスを受けながら、
送り出しと受け入れの準備をしてます。ホス
トファミリーに関しては、従来は１年間、４
クラブが担当していましたが、ローテックス
の家庭に入ってもらう話が進んでいます。こ
れが実現すると、ロータリークラブとしては
１年間を３クラブが担当することになり、東
クラブの担当は再来年の３月・４月になる可
能性があります。
　まだ確定ではありませんが、時期がくれば
皆さんにはご相談しますのでよろしくお願い
します。
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・５月の例会は10日、24日の２回です。５月
10日は、例会終了後に臨時総会を開催しま
す。
・本日例会終了後、役員会を行います。
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レターボックスの上に置いています。確認
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「古事記の世界」

◇会員スピーチ 別役　重具 会員
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　国々、神々を生んだ一番最後に天照大神

（アマテラスオオミカミ）、月読尊（ツクヨミ
ノミコト）、須佐之男命（スサノオノミコト）
の三貴子（ミハシラノウズノミコト）、最も尊
い神々がご出現されます。そして、伊邪那岐
命は天照大神には高天原を、月読尊には夜の
食国を、須佐之男命には海原を治めなさいと
いいます。ところが、須佐之男命は乱暴者で
海原を治めず泣きわめいていたところ、須佐
之男命は追放されます。そして出ていった先
がお姉さんが治めている高天原で、そこでも
乱暴狼藉を働き、憤りをこらえかねた天照大
神は天の岩屋戸にお隠れになります。
　そのオオカミを再び地上に引き出すために、
いろんな神事が行われ、ついに天手力男神
（タジカラオノミコト）の力や天宇受売命（ア
メノウズメ）の踊りなどで、天照大神はご出
現します。須佐之男命は高天原を追放され、
たどり着いたのが、なぜか出雲の国です。
　須佐之男命が出雲の肥の川辺りにくると、
一人の娘が年老いた両親と泣いています。両
親の話では、８人の娘があったけれど、八俣
の大蛇という大蛇が１人ずつ食べていく。最
後の１人の櫛名田比売（クシナダヒメ）も、
またその時期がやってくるので悲しんでいる。
それなら、私が退治してやるということで、
須佐之男命は見事、八俣の大蛇を退治して、
出雲の国に平和が戻ります。その後、須佐之
男命は出雲の地に宮殿をつくって助けた櫛名
田比売と共に幸せに暮らします。
　須佐之男命の６代後に大国主の命（オオク
ニヌシノミコト）が出現します。大国主の命
は出雲の国を天照大神のご子孫、天神の御子
（アマツカミノミコ）に譲ることとし、自分
は住む宮殿を天神の住む宮殿のように造るこ
とを願い、そこに移り住みます。当時の出雲
大社は地上48メートルあったと言われていま
すが、現在は24メートルです。

　天孫降臨とは、天照大神のお孫さんである
邇邇藝命（ニニギノミコト）が猿田毘古神（サ
ルタヒコのカミ）の先導により、なぜか日向
の高千穂の峰に降り立ちますが、ここは日本
の国を治めるには西過ぎるということで、初
代の神武天皇が東へ東へと上ってきます。
　これが神武東征と言って、古事記の中巻の
始まりになり、15代の応神天皇様まで。この

応神天皇様は、全国の八幡宮の御祭神です。
下巻は16代の仁徳天皇様（現在、世界最大と
言われる古墳、前方後円墳）から、女性の最
初の天皇さまである、33代の推古天皇様まで。
　初代の神武天皇様から今上陛下に至る126
代までの間に４回ほど危機がありますが、日
本人の叡智で乗り切って、今日に続いていま
す。

•浦田健治　別役さんの古事記はいつも勉強
になります。ありがとうございました。今晩
は情報委員会で話をさせていただきます。よ
ろしくお願いします。有馬温泉に行きたいな。
•鬼田知明　別役さん、卓話いただきまして
ありがとうございました。前川さん、今夜は
よろしくお願いします。
•𠮷永光男　先週水曜日、第５回クラブ協議
会参加の皆さん、ご苦労様でした。次年度、
よろしくお願いいたします。本日は、大雨が
止み晴天となりましたが、先の事を考えると
心が重くなります。
•別役重具　拙い話をお聞かせしました。
•増田伝郎　すみません、バッジ忘れました。
•土居祐三　浦田さん、昨日はありがとうご
ざいました。ウ～ン　悩みます。
•早瀬源慶　４月27日、高松でサラリーマン
時代の同窓会があります。みんな80歳以上、
50年振りに会う人もいます。どんな年寄にな
っているか！

•前川美智子　ロータリー情報委員会の第２
回勉強会を本日高知大神宮にて、18時30分か
ら開催します。「職業奉仕の理念と原点」の
演題にて、浦田会長に講話をお願いしていま
す。ご参加の皆様、楽しみにお越しください。
•岡﨑勇樹　４月22日、23日徳島で短期交換
留学のオリエンテーションが開催され、無事、
長女が留学することが内定しました。面接か
らオリエンテーションまで中平さん、竹村さ
んには大変お世話になり、本当にありがとう
ございました。オリエンテーションが終わっ
て次の日の朝には、もうみんなと仲良くなっ
ており、楽しい留学になるのが目に浮かびま
す。親は今から様々な準備が大変ですが…。
この度は、東ＲＣと地区からの補助金を利用
させていただいて留学のチャンスをいただき
ましたこと、感謝申し上げます。
•小松秀人　結婚記念日に素敵な記念品をい
ただきありがとうございます。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　サロンイース
トの売上です。いつもありがとうございます。
◇遅刻・早退　４件



◇ロータリーソング
  「我らの生業」
◇会　長　挨　拶

　皆さん、こんにちは。
今夜、山村さんのお世話
により高知大神宮の部屋
をお借りして、ロータリ
ー情報委員会の勉強会が
開催されます。不肖、私

が田中毅さんの作った資料に基づいてお話を
することになっています。テーマは「ロータ
リーにおける職業奉仕の理念と原点」です。
田中毅さん曰く、ロータリー入会の主の目的
は他のロータリー会員と親睦を図りながら、
それぞれの事業者がその事業をいかに成功さ
せるかであるはずだが、昨今は、ＲＩをはじ
め、その件についてはほとんど触れていない。
ロータリーソングのみでそれを共有している
という感じを受けるとあります。これについ
ては私も同感ですがいかがでしょう。
　そこで、数か月前今期の定款や細則を検討
する過程で、職業奉仕についてにわか勉強を
することがありましたので、少し触れてみた
いと思います。
　クラブ計画書の先頭のページに、「ロータ
リーの目的」が記載されています。ロータリ
ーができたのち、1910年、1920年ぐらいから
ほとんど文章は変わっていません。ロータリ
ーは変えるものは変えなきゃいけないのです
が、変えようがないというか、先人が練りに

練って推敲していろんな議論を重ねながら作
り上げたものですから変えようがないという
ことでしょう。
　さて、「ロータリーの目的」の第２条や第
４条には、職業という文章が日本語訳版では
使われています。一方英語版のオリジナルの
第２条を見ると「職業」にあてはまる箇所で
は「ビジネス＆プロフェッション」という言
葉を使い、また第４条の職業人というところ
は、ビジネス＆プロフェッショナル　パーソ
ンと表現されています。もちろん英語が原文
ですからこちらが正しく、日本語訳はちょっ
と簡略化しすぎではないでしょうか。ビジネ
スパースンは日本語訳すれば商人とか事業家。
プロフェッションパースンは専門職に就いて
いる人で、どちらかというとビジネス色の薄
い職業についている人。
　そういったビジネスパースン達とプロフェ
ッションパースン達が同じ例会会場、同じテ
ーブルについて、いろいろな話をする機会を
得ることによって相乗効果を得てレベルアッ
プしていくのが、本来のロータリーの真の目
的であるというふうに田中さんは書かれてい
ます。それが今ではその方向性の色合いが非
常に薄くなってきているというのが、田中さ
んの主張です。
　私の好きな言葉で「守（しゅ）、破（は）、離
（り）」というのがあります。まずはきちんと
基礎を学ぶこと、まずそこが守だとすれば、
そこから一段とレベルアップして応用するこ
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● ニコニコ箱 ●

先週まで
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27,020円

1,375,793円

チビニコ 合　計

４月26日
今期の累計

とが破、そこからさらに高みに行くことを離。
なかなか離の心境にたどり着くのは難しいの
ですが、先ずは職業奉仕の概念について学び
始めることを守として徐々に進んでいくこと
が必要なのではないだろうかというふうに考
えます。
◇ロータリー財団委員会より
　地区協議会において、いろんな補助金の話
をしていました。市川さんの補助金がどうな
るか心配していましたが、基本的には事務局
もしくは、Ａ案、Ｂ案、Ｃ案という一括の案
があって、Ａ案はロータリー財団の予算の中
で奨学生を２人送る。Ｂ案、Ｃ案は１人。奨
学生を送るとそれだけ予算が取られるので、
市川さんの申請もカットされていました。奨
学生は１人でいいということで、Ｂ案、Ｃ案
のＢ案ということで、うちのクラブの市川さ
んの補助金の申請は満額、ドル立てですから、
円立てにすると若干下がりましたが、認めら
れました。
　山村さんからいろいろお聞きしてましたの
で、こんなもんかと思って聞いてましたが、
具体的な話ではなく、全体的な話の感想の中
で、まず思ったのが、うちは大体毎年、もし
くは継続事業も２年とか、そこら辺の財団案
を出していますが、他クラブは10年以上、同
じようなものが続くのが結構あります。僕も
疑問に思ってたんですけど、新米は声を出し
たらいかんということなので、但し、そうい
う声はやはり出して、吉岡次期ガバナーの方
からもかなり不快感がありました。それに対
して、委員長の方からは非常に端切れの悪い
答えしか返ってこなくて、財団の理念という
ものよりも、各クラブの顔色を伺っているよ
うな、そういうような感じでした。
　なので、一般的な僕の感想としては、うち
のクラブは非常に真面目に予算を立てている
し、練っているなという感じがしました。次
回は西村さんですので、西村さんもそういう
形でやっていただければと思っています。
　四国地区の委員というのが、どういう立ち
位置かよく分からないし、例えば財団の中で
正論を述べたところでどうなっていくのかと
いうのもあるし、そこら辺はよく分からない
ですが、１年といわず２年、３年とやってロ
ータリーの2670地区という大きな組織の中で、

どういうふうに動いているのかという情報を
発信していきたいと思いますので、今後とも
よろしくお願いします。
◇ロータリー情報委員会より
　本日、浦田会長に職業奉仕についてお話を
していただきます。「シェルドンの森」につ
いては、15年前に和訳を読んだとき、ロータ
リーの職業奉仕の理念の高さというものを勉
強してとても感銘を受けました。本日ご出席
の皆さま楽しみに、今日18時半、高知大神宮
にお越しください。なお、飛び入りも大歓迎
ですので連絡をお待ちしています。
◇親睦委員会より
・木村会員、藤田会員の歓迎会を５月17日、
18時30分より得月樓で開催します。本日、
ご案内のＦＡＸを流しますので、ご参加を
お待ちします。
・レクレーションのお知らせです。６月25日
㈰、岡山県倉敷市美観地区にまいります。
出発８時、帰りは17時ごろを予定していま
す。詳細は決まり次第ご連絡します。
◇長期交換運営委員会より
　昨日、2022－2023年度第４回長期交換事業
運営委員会が開催されました。コロナの関係
でしばらく交換事業がストップしていたため、
事業に詳しい方にアドバイスを受けながら、
送り出しと受け入れの準備をしてます。ホス
トファミリーに関しては、従来は１年間、４
クラブが担当していましたが、ローテックス
の家庭に入ってもらう話が進んでいます。こ
れが実現すると、ロータリークラブとしては
１年間を３クラブが担当することになり、東
クラブの担当は再来年の３月・４月になる可
能性があります。
　まだ確定ではありませんが、時期がくれば
皆さんにはご相談しますのでよろしくお願い
します。
◇幹　事　報　告
・５月の例会は10日、24日の２回です。５月
10日は、例会終了後に臨時総会を開催しま
す。
・本日例会終了後、役員会を行います。
・次年度のクラブ計画書と分区名簿の原稿を
レターボックスの上に置いています。確認
の上、訂正があれば記入してください。

■高知東ＲＣ当面の日程
５月31日㈬　ロータリー休日
６月７日㈬　定例理事会
６月14日㈬　委員会活動実績報告

６月21日㈬　委員会活動実績報告
　　　　　　理事エレクト会（例会終了後）
６月28日㈬　最終夜間例会
　　　　　　　　　  （ザ クラウンパレス）

　今から、皆さま方を1300年前、あるいは
2680年前の世界へ誘いたいと思います。
　古事記は、和銅５（712）年正月28日に第43
代元明天皇に献上した上巻・中巻・下巻から
なる、現存する歴史書の最古のものです。
（２番目は、この８年後にできた日本書記）
　
　上巻は神話の話、神代の話。中巻は第１代
の神武天皇様から第15代の応神天皇様、下巻
は第16代仁徳天皇様から第33代推古天皇様ま
でのことが書かれています。
　まず、国生み。伊邪那岐・伊邪那美の命は、
天の沼矛という矛を天の浮橋からさし降ろし
て、海水を力いっぱい掻き回します。しばら
くして矛を引き上げると、矛の先より滴り落
ちる潮がつもり重なって淤能碁呂島という島
ができあがります。その島に降り立ったお二
人は、みとのまぐわいをして、国 （々島）を
生み、その後、八百万の神々を生むわけです
が、最初に国土を生んだというところが意味
深いものがあります。まず淡路島、次に四国、
隠岐の島、九州、壱岐の島、対馬、佐渡ヶ島
の８つの島を生んだことによって、かつては
日本のことを大八島国と呼んでいました。で
すから、天皇様を表記するときには、「大八
島国領（知）ろしめす天皇（すめらみこと）」
という言い方をします。
　四国は２番目にできていますが、「次に、
伊予の双名島を生みたまいき」そして「この
島には身一つにして、面（おも）四つあり。
面ごとに名あり」と書かれており、男女２神
ずつの神々から構成されています。夫婦の関
係でいうと、伊予のエヒメと讃岐のイイヨリ
ヒコ、阿波のオオゲツヒメと土佐のタケヨリ
ワケですから、徳島と高知の合区には理由が
あるわけです。
　国々、神々を生んだ一番最後に天照大神

（アマテラスオオミカミ）、月読尊（ツクヨミ
ノミコト）、須佐之男命（スサノオノミコト）
の三貴子（ミハシラノウズノミコト）、最も尊
い神々がご出現されます。そして、伊邪那岐
命は天照大神には高天原を、月読尊には夜の
食国を、須佐之男命には海原を治めなさいと
いいます。ところが、須佐之男命は乱暴者で
海原を治めず泣きわめいていたところ、須佐
之男命は追放されます。そして出ていった先
がお姉さんが治めている高天原で、そこでも
乱暴狼藉を働き、憤りをこらえかねた天照大
神は天の岩屋戸にお隠れになります。
　そのオオカミを再び地上に引き出すために、
いろんな神事が行われ、ついに天手力男神
（タジカラオノミコト）の力や天宇受売命（ア
メノウズメ）の踊りなどで、天照大神はご出
現します。須佐之男命は高天原を追放され、
たどり着いたのが、なぜか出雲の国です。
　須佐之男命が出雲の肥の川辺りにくると、
一人の娘が年老いた両親と泣いています。両
親の話では、８人の娘があったけれど、八俣
の大蛇という大蛇が１人ずつ食べていく。最
後の１人の櫛名田比売（クシナダヒメ）も、
またその時期がやってくるので悲しんでいる。
それなら、私が退治してやるということで、
須佐之男命は見事、八俣の大蛇を退治して、
出雲の国に平和が戻ります。その後、須佐之
男命は出雲の地に宮殿をつくって助けた櫛名
田比売と共に幸せに暮らします。
　須佐之男命の６代後に大国主の命（オオク
ニヌシノミコト）が出現します。大国主の命
は出雲の国を天照大神のご子孫、天神の御子
（アマツカミノミコ）に譲ることとし、自分
は住む宮殿を天神の住む宮殿のように造るこ
とを願い、そこに移り住みます。当時の出雲
大社は地上48メートルあったと言われていま
すが、現在は24メートルです。

　天孫降臨とは、天照大神のお孫さんである
邇邇藝命（ニニギノミコト）が猿田毘古神（サ
ルタヒコのカミ）の先導により、なぜか日向
の高千穂の峰に降り立ちますが、ここは日本
の国を治めるには西過ぎるということで、初
代の神武天皇が東へ東へと上ってきます。
　これが神武東征と言って、古事記の中巻の
始まりになり、15代の応神天皇様まで。この

応神天皇様は、全国の八幡宮の御祭神です。
下巻は16代の仁徳天皇様（現在、世界最大と
言われる古墳、前方後円墳）から、女性の最
初の天皇さまである、33代の推古天皇様まで。
　初代の神武天皇様から今上陛下に至る126
代までの間に４回ほど危機がありますが、日
本人の叡智で乗り切って、今日に続いていま
す。

● 出席率報告 ●
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100％

1
5

•浦田健治　別役さんの古事記はいつも勉強
になります。ありがとうございました。今晩
は情報委員会で話をさせていただきます。よ
ろしくお願いします。有馬温泉に行きたいな。
•鬼田知明　別役さん、卓話いただきまして
ありがとうございました。前川さん、今夜は
よろしくお願いします。
•𠮷永光男　先週水曜日、第５回クラブ協議
会参加の皆さん、ご苦労様でした。次年度、
よろしくお願いいたします。本日は、大雨が
止み晴天となりましたが、先の事を考えると
心が重くなります。
•別役重具　拙い話をお聞かせしました。
•増田伝郎　すみません、バッジ忘れました。
•土居祐三　浦田さん、昨日はありがとうご
ざいました。ウ～ン　悩みます。
•早瀬源慶　４月27日、高松でサラリーマン
時代の同窓会があります。みんな80歳以上、
50年振りに会う人もいます。どんな年寄にな
っているか！

•前川美智子　ロータリー情報委員会の第２
回勉強会を本日高知大神宮にて、18時30分か
ら開催します。「職業奉仕の理念と原点」の
演題にて、浦田会長に講話をお願いしていま
す。ご参加の皆様、楽しみにお越しください。
•岡﨑勇樹　４月22日、23日徳島で短期交換
留学のオリエンテーションが開催され、無事、
長女が留学することが内定しました。面接か
らオリエンテーションまで中平さん、竹村さ
んには大変お世話になり、本当にありがとう
ございました。オリエンテーションが終わっ
て次の日の朝には、もうみんなと仲良くなっ
ており、楽しい留学になるのが目に浮かびま
す。親は今から様々な準備が大変ですが…。
この度は、東ＲＣと地区からの補助金を利用
させていただいて留学のチャンスをいただき
ましたこと、感謝申し上げます。
•小松秀人　結婚記念日に素敵な記念品をい
ただきありがとうございます。
•ザ クラウンパレス新阪急高知　サロンイース
トの売上です。いつもありがとうございます。
◇遅刻・早退　４件
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